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探討文本探勘技術的ᔈ用ᆶ今後ว展的可能性 

—促຾日ᇟ教育ᆶ日本相ᜢ人文社཮研究໔ᖄᛠ之合作— 

ပ合由治 

淡江大Ꮲ日本ᇟ文Ꮲ系教授 

ᄔ  要 

  ྽今社཮ᒿ๱ AI 技術快ೲ的วၲ，促使不同ሦ域ഁ的ၗ訊೯訊
技術ᑼ入生活྽中，也使得社཮่ᄬ產生了ᡂ化。目࿏྽前的日ᇟ教

育或是日本相ᜢ人文社཮研究上，利用ၗ訊೯訊技術尚未ද及。於是

因ᔈ今後社཮่ᄬ產生的ᡂ化，日文相ᜢ科系的ፐำ中，有必要Ꮴ入

AI 先຾的ཷ念或ၮ用的技能。 

    本ፕ文ፕ述的重ᗺ，๱重在各ሦ域中被ቶ泛地ၮ用的 AI 技術中，
其中ᆶᇟ言處理ᜢ係ന為密切的文本探勘技術的፾用性。特別是ᆫข

於文本探勘工具之一、為䃦口耕一教授於 2014 年所໒ว的 R ೬ᡏ中
的「KHCodeU」技術。 

    ൩步ᡯ而言，首先介紹可將ၗ訊可ຎ化的文本探勘「KHCodeU」
技術。其次再以此工具得出的่果，่合ᇟ料的፦性分析㚵容຾行比

ჹ。再者຾一步൩ AI 技術ᔈ用於人文社཮研究、教育的成果ᆶ日ᇟ教
育่合來຾行ឍ述。ന終ය盼໒啟 AI 技術ᆶ日ᇟ教育現൑以及໒設
ፐำᆙ密่的一大契ᐒ。 

ᜢᗖຒ：AI 技術、文本探勘、日ᇟ教育、人文社཮研究、፦性分析 
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E[SlRUiQg Whe ASSlicaWiRQ aQd DeYelRSmeQW PRWeQWial Rf 
Te[W MiQiQg TechQRlRg\: 

AimiQg fRU CRRSeUaWiRQ aQd CRllabRUaWiRQ ZiWh JaSaQeVe 
LaQgXage EdXcaWiRQ aQd JaSaQeVe HXmaQiWieV aQd SRcial 

SWXdieV 

Ochiai, YXji 
PUofeVVoU, DeSaUWmenW of JaSaneVe, Tamkang UniYeUViW\, TaiZan 

AbVWUacW 

In Woda\'V VocieW\, ZiWh Whe UaSid deYeloSmenW of AI Wechnolog\, 
infoUmaWion and commXnicaWion Wechnolog\ iV enWeUing life in YaUioXV 
fieldV, and iW iV aboXW Wo cUeaWe a gUeaW Vocial change.  BXW, XnWil noZ, WheUe 
haV noW been a VXfficienW link beWZeen JaSaneVe langXage edXcaWion, 
JaSaneVe hXmaniWieV and Vocial VWXdieV, and infoUmaWion and 
commXnicaWion Wechnolog\. In UeVSonVe Wo fXWXUe Vocial changeV, iW iV 
neceVVaU\ Wo connecW neZ WechnologieV and VkillV Wo Whe e[iVWing 
cXUUicXlXm. 

In WhiV SaSeU, Ze diVcXVVed Whe SoVVibiliW\ of linking We[W mining 
WechniTXeV UelaWed Wo langXage SUoceVVing Wo hXmaniWieV and Vocial VWXdieV 
UelaWed Wo JaSaneVe, among YaUioXV W\SeV of AI WechnologieV. In SaUWicXlaU, 
aV an e[amSle of a We[W mining Wool, WhiV SaSeU mainl\ inWUodXced 
"KHCodeU", Zhich can YiVXall\ SUoceVV We[W mining SUogUamV VXch aV R 
deYeloSed b\ Koichi HigXchi (2014).  

The UeVXlWV obWained b\ WheVe WoolV ZeUe linked Wo Whe TXaliWaWiYe 
anal\ViV of lingXiVWic maWeUialV, and aWWemSWV Wo XndeUVWand Whe conWenWV 
ZeUe inWUodXced. IW ZoXld be beVW if WheVe WoolV coXld be XVed Wo link  
hXmaniWieV UeVeaUch and edXcaWion Wo JaSaneVe langXage edXcaWion and be 
Whe VWaUWing SoinW foU aSSl\ing AI Wechnolog\ in JaSaneVe langXage 
edXcaWion and in cXUUicXla.  

Ke\ZoUdV: AI Wechnolog\, We[W mining, JaSaneVe langXage edXcaWion, 
HXmaniWieV and Social ScienceV, QXaliWaWiYe Anal\ViV
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テキストマイニング技⾡の応⏝とⓎ展可⬟性の探✲

─日本ㄒ教⫱および日本㛵係人文♫会⣔◊✲との

㐃⧅と協働をめざして─  

ⴠ合⏤἞  
ῐỤ大学日本ㄒ文学⛉教授  

せ  旨  

 ⌧在の♫会は、AI 技⾡の急㏿なⓎ展によって、さまざまな分㔝で
情報㏻信技⾡が⏕άの中に入り㎸み、大きな♫会変化を⏕み出そう

としている。今まで日本ㄒ教⫱や日本の人文♫会⣔◊✲と情報㏻信

技⾡とは十分な⤖び付があったわけではないが、今後の♫会変化に

対応して、今までのカリキュラムに新しい技⾡やスキルを⤖び付け

ていく必せが⏕まれている。  
本✏では、さまざまな分㔝のある AI 技⾡の中でゝㄒ処⌮に㛵係

したテキストマイニングの技⾡を日本ㄒに㛵わる人文♫会⣔◊✲に

⤖び付ける可⬟性をㄽじた。≉に、テキストマイニングツールの事

例として、樋口⪔一 (2014)が㛤Ⓨを㐍めている R などのテキスト・
マイニングプログラムをどぬⓗに処⌮できる「KHCodeU」を中心に
⤂介する。

手㡰としては、まず、「KHCodeU」を⤂介する。次に、こうしたツ
ールで得られた⤖果をゝㄒ㈨料の㉁ⓗ分析に⤖び付けて、内容の把

握をヨみる。そして、こうしたツールをά⏝した、今後の人文♫会

⣔◊✲との⤖びつきをㄽじる。このようにして、台‴の日本ㄒ教⫱

⌧場やカリキュラムへの AI 技⾡応⏝の➃⥴が⏕まれてゆけば何よ
りである。  

キーワード㸸AI 技⾡、テキストマイニング、日本ㄒ教⫱、
人文♫会⣔◊✲、㉁ⓗ分析
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テキストマイニング技⾡の応⏝とⓎ展可⬟性の探✲

─日本ㄒ教⫱および日本㛵係人文♫会⣔◊✲との

㐃⧅と協働をめざして─  

ⴠ合⏤἞  
ῐỤ大学日本ㄒ文学⛉教授  

1. はじめに

1980 年代に初めて人㛫のゝㄒをプログラミングで扱うことがで
きる処⌮が可⬟になり、➨二次 AI ブームが㉳こってから、技⾡ⓗな
壁にぶつかってヨ⾜㘒ㄗを⥆けていた⮬↛ゝㄒ処⌮㸦コンピュータ

ーゝㄒに対する人㛫のゝㄒの処⌮㸧は、2000 年代にプログラムの機
械学⩦がヨ⾜されるようになって新しいⓎ展が始まった。 1 2010 年
代に入って、その成果が実り、῝層学⩦などプログラムの⮬❧ⓗ学

⩦を㐍める技⾡がⓎ展した⤖果、≀⌮ⓗデータ、数㔞化データの処

⌮で㣕㌍ⓗな性⬟向上がぢられ、➨三次の AI 技⾡として様々な分
㔝に♫会ⓗ応⏝が拡がるようになり、⌧在、そのⓎ展が急㏿に㐍ん

でいる。 2➨三次 AI のⓎ展は、⏘業㠉命の時代ともㄆ㆑され、プロ
グラミングの応⏝の広がりと同時にィ⟬機の㠃でも㔞子コンピュー

ターの実⏝化に拍㌴がかかっている。3

1 ⮬↛ゝㄒ処⌮の歴史と基本技⾡については、奧村学 (2010)『⮬↛ゝㄒ処⌮の基
♏』コロナ♫参↷。  
2 ⌧在の AI 技⾡のビジネス応⏝は㔝村┤之 (2016)『人工▱⬟が変える仕事の未
来』日本⤒῭新⪺出∧♫、♫会との㛵係は、⥲務┬『情報㏻信ⓑ書』を参↷。一

例として、AI のⓎ㐩と今後の♫会については『平成 27 年∧情報㏻信ⓑ書 ≉㞟

テーマ 「 ICT の㐣去・⌧在・未来」』hWWS://ZZZ.VoXmX.go.jS/johoWVXVinWokei/
ZhiWeSaSeU/ja/h27/Sdf/inde[.hWml 参↷。なお、リンクの☜ㄆは 2020 年 2 月 20 日
⌧在で、以下同様。
3 㔞子コンピューターの㛤Ⓨは、各国で㐍んでいるが、日本の例として㐌㛫 BCN
㸩 (2019)「“6 万㔞子ビットの㔞子コンピューター”┦当で名刺サイズのアニー
リングマシンを日❧が㛤Ⓨ。エネルギー効⋡の向上で IoT 機器への実⿦が可⬟
に」hWWSV://ZZZ.Zeekl\bcn.com/joXUnal/neZV/deWail/
20190220_166456.hWml 参↷。
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教⫱㠃でも、欧⡿はもちろん日本、台‴、㡑国で AI 技⾡を初➼中
➼教⫱から実施するィ⏬が㐍み、今後の大学㐍学⪅の学⛉㑅択に大

きな影㡪を与えると⪃えられる。 42020 年 2 月⌧在、武₎⫵⅖が世
⏺ⓗにὶ⾜を始めているが、➨三次 AI 技⾡によってⓏ校しなくて
も授業が受けられる会㆟や授業システムなどが応⏝され、⮬律学⩦

や反㌿学⩦など新しい教⫱方ἲを応⏝した授業への㌿換のチャンス

にもなっている。 5 
こうした動きは、実は、日本ㄒ教⫱を始めとする台‴の日本ㄒ㛵

係の人文♫会⣔学⛉にとって㠀常に大きな⬣威となっている。その

㈨料の一つは、2018 年の国㝿交ὶ基㔠による「2018 年度ᾏ外日本ㄒ
教⫱機㛵ㄪ査⤖果」である。㈨料に拠れば、台‴では 2015 年のㄪ査
と比べて 49886 人学⩦⪅がῶっている。日本台‴交ὶ協会のㄪ査に
よると、その⌮⏤は中➼教⫱では日本ㄒなどの外国ㄒよりも、⌮数

⣔、プログラム⣔の㑅択⛉┠を保ㆤ⪅が⏕徒に㑅択するように⸀め

ていた⤖果、学⩦⪅が大幅にῶったことがῶ少の原因と⪃えられて

いる。世⏺全体のㄪ査でも学⩦⪅が新たに⏕まれたり、今までより

増加したりした国もあるが、今まで日本ㄒ教⫱が普及していた国を

中心に 41 ヶ国では 126573 人ῶ少し、従来のように日本ㄒ学⩦⪅が
㡰ㄪに増えていく≧ἣはすでにないことがわかる。➨三次 AI ブー

 
4 日本の方㔪は、文㒊⛉学┬ (2019)「SocieW\ 5.0 に向けた人材⫱成─♫会が変わ
る、学びが変わる」hWWSV://ZZZ.me[W.go.jS/comSonenW/a_menX/oWheU/  
deWail/__icVFileV/afieldfile/2018/06/06/1405844_002.Sdf 参↷。台‴では、教⫱㒊
(2019)「AI 教⫱ X 教⫱ AI㸫人工智慧教⫱及數位先㐍個人化、㐺性化學⩦時代來
⮫㸟」hWWSV://ZZZ.edX.WZ/NeZV_ConWenW.aVS[?n=。  
9E7AC85F1954DDA8&V=D4C4CD32CAE3FF5D 参↷。世⏺各国の AI㛵係教⫱は、
PoliWcV+AI㸦2018㸧「An OYeUYieZ of NaWional AI SWUaWegieV」hWWSV:// 
mediXm.com/SoliWicV-ai/an-oYeUYieZ-of-naWional-ai-VWUaWegieV-2a70ec6edfd 参↷。  
5 日本ではオンライン会㆟システム「Zoom㸦ズーム㸧」を応⏝して休校時にも授
業ができる取り⤌みがされている。EdTheckZin(2020)「新型コロナウイルス休校
措⨨校などに対し、eboaUd がオンライン教材を↓償提供」hWWSV:// 
edWech]ine.jS/aUWicle/deWail/3349。台‴でも、オンライン授業で㝸㞳や⛣動⚗止の
学⏕への授業が始まっている。天下㞯ㄅ (2020)「↓ἲ㏉校怎㯟㎨㸽武₎大學せ「教
師不停教、學⏕不停學」hWWSV://ZZZ.cZ.com.WZ/aUWicle/  
aUWicle.acWion?id=5098848。  

53



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ムは⏘業㠉命であり、日本ㄒ学⩦を巡る⎔境変化は㠀常に急⃭で、

≉に東アジア圈では時代の変化に即応する教⫱の㠉新がồめられて

いる。台‴における日本ㄒ教⫱のⓎ展、日本㛵係の人文♫会⣔◊✲

の普及をすすめるには、AI 技⾡のⓎ展による⏘業構㐀の急⃭な変化
に対応した、教⫱内容、◊✲内容の変㠉が不可㑊と⪃えられる。 6 
図 1 国㝿交ὶ基㔠「2018 年度ᾏ外日本ㄒ教⫱機㛵ㄪ査⤖果」 7 

 
台‴における日本ㄒ教⫱および日本㛵係の人文♫会⣔◊✲をど

のように、今まで㛵係のなかった AI 技⾡と⤖び付けていくかは、未
来の方向性をỴめる上で最も㔜せなㄢ㢟のひとつとゝえる。そのⅬ

を⪃える場合、⌧在の AI 技⾡Ⓨ展の中心となっているのは、メディ
アでὀ┠されているビッグ・データなど数値ⓗデータ処⌮ばかりで

はなく、人㛫のゝㄒを処⌮する⮬↛ゝㄒ処⌮技⾡の大きなⓎ展であ

ることはὀ┠すべき手掛かりとゝえよう。2010 年以㝆の AI 技⾡の
普及は、ゝㄒ情報処⌮の大きな㐍歩によって⌧在の⏕άに AI が入

 
6 ♫会変動、⫋業変動予想の一例として、⥲務┬ (2018)『平成 30 年∧情報㏻信
ⓑ書 :≉㞟 人口ῶ少時代の ICT による持⥆ⓗ成㛗』hWWSV://ZZZ.VoXmX.  
go.jS/johoWVXVinWokei/ZhiWeSaSeU/ja/h30/Sdf/inde[.hWml 参↷。  
7  国㝿交ὶ基㔠 (2019)「 2018 年度ᾏ外日本ㄒ教⫱機㛵ㄪ査⤖果」㏿報値
hWWSV://ZZZ.jSf.go.jS/j/aboXW/SUeVV/2019/dl/2019-029-02.Sdf 
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りこむきっかけとなり、♫会全体に大きな影㡪を与えている基┙に

なっている。人㛫のゝㄒを処⌮する⮬↛ゝㄒ処⌮は 1980-90 年代の
➨二次 AI 技⾡の時代から本格ⓗな処⌮が始まったが、➨三次 AI 技
⾡の中心のひとつは⮬↛ゝㄒ処⌮で、⌧在、機械学⩦を中心に㉁問

応⟅システム、機械⩻ヂ、医学やἲ律などの専㛛ⓗ情報処⌮、対ヰ

システム、必せな情報を㞟める⤫ィⓗ₯在意味分析➼、人㛫のゝㄒ

㸦⮬↛ゝㄒ㸧をプログラムが処⌮するさまざまな手ἲがヨ⾜㘒ㄗさ

れている。8その中で┤接人文♫会⣔の◊✲や教⫱に応⏝しやすいの

は、2000 年代から利⏝が広がってきたゝㄒデータの㔞ⓗ処⌮によっ
て┠ⓗのデータ≉徴をⓎぢするテキストマイニング技⾡である。9 
本✏では、台‴での日本ㄒ教⫱および日本㛵係の人文♫会⣔◊✲

を広く人文♫会⣔◊✲㸦ㄒ学、文学、歴史、思想、日本ㄒ教⫱学㸧

とする。そして、それらが AI 技⾡と接⥆していく今後の可⬟性につ
いて、今までも利⏝されており、そこからのⓎ展、῝化が期待でき

るテキストマイニング技⾡との接⥆、応⏝を中心に⪃察を⾜ってい

きたい。合わせて、⌧在、各国で提唱されている AI 技⾡教⫱と人文
♫会⣔◊✲・教⫱との㛵係もぢていきたい。なお、⾲の㈨料はすべ

てㄽ⪅によるものである。  
 

2. AI 技⾡における⮬↛ゝㄒ処⌮のⓎ展  
 まず、⌧在までの AI 技⾡のⓎ展について㏙べる。AI の定⩏は、

 
8 ⮬↛ゝㄒ処⌮の最㏆の処⌮の全体像はグラム・ニュービッグ、ⴗ原正人、奥㔝
㝧⦅、小⏫守┘修 (2016)『⮬↛ゝㄒ処⌮の基本と技⾡』⩧Ὃ♫、坪井♸太、ᾏ㔝
⿱也、㕥木₶ (2017)『῝層学⩦による⮬↛ゝㄒ処⌮』ㅮㄯ♫参↷。機械学⩦の基
♏については、奧村学┘修、㧗村大也 (2010)『ゝㄒ処⌮のための機械学⩦入㛛』
コロナ♫参↷。最㏆の⮬↛ゝㄒ処⌮技⾡の動向は、AINOW(2020)「2019年は BERT
と TUanVfoUmeU の年だった」hWWSV://ainoZ.ai/2020/02/25/183082/参↷。  
9  ィ㔞ゝㄒ学ⓗ手ἲでⓎ展したテキスト・マイニングの技ἲは㔠明哲 (2007)『R
によるデータサイエンスņデータゎ析の基♏から最新手ἲまで』森北出∧、具体
ⓗな応⏝方ἲは樋口⪔一 (2014)『♫会ㄪ査のためのィ㔞テキスト分析ņ内容分析
の⥅承とⓎ展をめざして』ナカニシヤ出∧、李在㙞 (2017)『文❶を⛉学する』ひ
つじ書房参↷。  
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⌧在、Ⓨ展中の技⾡であるため㠀常に曖昧で、広⠊囲であり、定⩏

は◊✲や応⏝の方向によってそれぞれ大きく␗なっている。 10ここ

では、⮬↛ゝㄒ処⌮に㛵わる情報㏻信技⾡という暫定ⓗな定⩏とし

ておきたい。そのⅬで、⌧在の AI 技⾡は、≉定の┠ⓗの処⌮を⾜う
ことに≉化した「弱い AI」であり、それぞれ┠ⓗによって≉性が␗
なっている。大きく分㢮すれば、以下の図 2 のように「強 -弱」、「専
⏝ -ỗ⏝」、「▱㆑・データ㔞」でそれぞれの AI が存在している。  

図 2 人工▱⬟ (AI)の 3 ㍈分㢮11

⌧在までの AI は、すべて≉化型 AI の㛤Ⓨで、⌧在までのところ、
メディアで喧伝されているỗ⏝ⓗ AI「強い AI」の㛤Ⓨや、その⬟力
が人㛫を㉸えるようなシンギュラリティーを実⌧する方ἲ、技⾡は

存在していない。 12

10 同ὀ 2 㔝村┤之 (2016)➨ 1 ❶参↷。  
11 同ὀ 2 㔝村┤之 (2016)S.43 による。  
12 2019 年⌧在、➨三次 AI ブームを支えた῝層学⩦に㝈⏺があることが指摘さ
れている。まったく新しい方ἲが⏕まれない㝈り、⌧在のデータ処⌮の㝈⏺を

㉸えることは㞴しい。AINOW(2019)「ディープラーニングはすでに㝈⏺に㐩し
ているのではないか㸽」hWWSV://ainoZ.ai/2019/02/18/161998/➼を参↷。  

現૔峘 AI 峘ચ力  
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図 3 AI のⓎ展の歴史 13 

 ⌧在、AI の♫会ⓗ利⏝が拡大する⎔境では、図 3 のように AI は
ỗ⏝化ではなく㧗度に機⬟ⓗ分㔝ⓗに分化していく可⬟性が㧗く、

≉定の機⬟に≉化したㄢ㢟、分㔝では、従来の人㛫の仕事、作業を

容易に代替できるようになっており、実㝿に⌧在、事務㒊㛛、作業

㒊㛛➼で情報化が急㏿に㐍み、⫋業㠃での変動が拡がっている。 14

こうした♫会ⓗ変化の中で、教⫱機㛵ではカ⦎すべき⬟力を再検ウ、

再⦅成する必せに㏕られており、⌧在の学校で教えている▱㆑や技

⾡が AI 化♫会の中で、どうⓎ展し、⫋業ⓗ♫会ⓗに応⏝できるかを
⪃えることは必㡲のㄢ㢟とゝえる。大学教⫱も、もちろんそれに応

13 人工▱⬟の技⾡ⓗ歴史については、人工▱⬟学会「人工▱⬟の歴史」
hWWSV://ZZZ.ai-gakkai.oU.jS/ZhaWVai/AIhiVWoU\.hWml および、⥲務┬ (2016)「➨ 4 ❶
➨ 2 ⠇人工▱⬟㸦AI㸧の⌧≧と未来」『情報㏻信ⓑ書平成 28 年度∧』
hWWS://ZZZ.VoXmX.go.jS/johoWVXVinWokei/ZhiWeSaSeU/ja/h28/Sdf/n4200000.Sdf に拠
る。図は各時代に㛤Ⓨされた技⾡を♧している。松尾㇏㸦2015㸧『人工▱⬟は
人㛫を㉸えるか─ディープラーニングの先にあるもの』KADOKAWA による。  
14 AI に代替される仕事については各✀予想が出ているが、一例として、㐌刊⌧
代 (2018)「これから⤥料が「下がる仕事」「上がる仕事」全 210 ⫋✀を公㛤」
hWWSV://gendai.iVmedia.jS/aUWicleV/-/55428 参↷。
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じて、情報化 AI 化できない分㔝の⬟力を⫱成し、さらに AI 技⾡を
応⏝した新しい⫋業、分㔝に⤖合できる教⫱と◊✲内容やㄢ⛬デザ

インを⏘み出す必せ性に㏕られている。 15以下では、⌧在の日本ㄒ

教⫱および日本㛵係の人文♫会⣔㛵係◊✲の㡿域を広く人文♫会⣔

㡿域と⪃え、人文♫会⣔㡿域と接⥆しやすい情報⛉学の分㔝として

⮬↛ゝㄒ処⌮の㡿域で、応⏝できる技⾡について㏙べていきたい。  
 
3. ⮬↛ゝㄒ処⌮の人文♫会⣔㡿域の㉁ⓗ◊✲への応⏝  
最初に、人文♫会⣔㡿域の◊✲に対してすぐに応⏝が可⬟な AI 技

⾡として、㔞ⓗ◊✲について㏙べたい。すでに➨二次 AI 技⾡が拡が
った 1980 年代からィ㔞ゝㄒ学、♫会学、心⌮学、⤒営学などでは、
ゝㄒ㈨料を㔞ⓗに処⌮して、≉徴を取り出す◊✲が始まり、応⏝が

㐍んできた。これらは 2000 年代にデータマイニング、テキストマイ
ニングとして応⏝がさらに拡がった。 162010 年以㝆の➨三次 AI 技
⾡のⓎ展で、ゝㄒデータから≉徴を取り出す手ἲが㛤Ⓨされ、㉁ⓗ

◊✲への接⥆も可⬟になってきた。⌧在までの日本ㄒ㛵係の⮬↛ゝ

ㄒ処⌮を応⏝した◊✲では、ィ㔞ゝㄒ学ⓗ手ἲ (㔞ⓗ◊✲ )が代⾲ⓗ
であろう。主なテーマになっているのはㄒ彙の⤫ィⓗ処⌮による≉

徴の抽出で、すでに 1950 年代から㟁⟬機を使った◊✲が㛤始され、
ㄒ彙 (品モ )の定㔞ィ によって、各文❶ジャンルでの品モやグ号分
布や㔞ⓗ文体≉徴の把握が⾜われ、2000 年代からは各✀コーパスの
作成で幅広く応⏝されている。 17また、ィ㔞ゝㄒ学ⓗ手ἲは作⪅を

 
15 ⌧在、欧⡿圏で㐍んでいる教⫱改㠉の様子の一例は、EdTecZine㸦2019㸧「日
本教⫱にイノベーションを  㹼AI 時代に本当に必せな教⫱とは㹼」
hWWSV://edWech]ine.jS/aUWicle/coUneU/35 参↷。  
16 データマイニングとは、データサイエンスとも呼ばれ「データの収㞟、加工、
⵳✚、ὶ㏻、ゎ析などに㛵する⛉学の⥲⛠」で⛉学ⓗなⓎぢの方ἲとして「実㦂、

ほ察、グ㘓、ㄪ査などにより得られたデータからつ則、パターン、▱㆑をぢつけ

出す⤫ィ学」ⓗ手ἲであり、ゝㄒデータの場合は、テキストマイニングと呼ばれ

る。定⩏は、同ὀ 9 㔠明哲 (2007)S.2 参↷。  
17 ⌧在まで日本ㄒコーパスの㛤Ⓨは㐍み、各✀にコーパスが公㛤されるように
なっている。ビッグ・データから人㛫の処⌮に拠らずに AI ⮬㌟で⮬↛ゝㄒ処⌮
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≉定するィ㔞文⊩学の方ἲとしてもⓎ展してきた。一方、日本ㄒ学

や日本文学などゝㄒ⾲⌧の㉁ⓗ⌮ゎや≉徴把握の◊✲を中心にして

いる学⛉と、こうした㔞ⓗ◊✲のテーマとは㊥㞳が大きかった。日

本ㄒ学や日本文学などゝㄒを㈨料としてきた人文♫会⣔◊✲での手

ἲは㉁ⓗ◊✲を中心にしており、人㛫のゎ㔘によりㄒや文の⏝例分

析、ゎ㔘、分㢮によって⾲⌧の機⬟をゎ明しようとするため、ィ㔞

ⓗ◊✲が使っていたデータマイニングやテキストマイニング技ἲの

応⏝は㝈定ⓗであり、人文♫会⣔◊✲の中では、今まで㔞ⓗ◊✲と

㉁ⓗ◊✲が分㞳していた。18 
だが、➨二次 AI 技⾡のⓎ展の中で、2000 年代以㝆、日本ㄒ学や

日本文学➼の人文♫会⣔◊✲にάかせる各✀コーパスの整備が㐍み、

パーソナルコンピューターの性⬟と⮬↛ゝㄒ処⌮技⾡の㣕㌍ⓗ㐍歩

もあって、従来は㔞ⓗにしか扱えなかったゝㄒデータを㉁ⓗに捉え

る⮬↛ゝㄒ処⌮の応⏝が可⬟になっている。さらに、➨三次 AI 技⾡
のⓎ展では、ビッグ・データから人㛫の処⌮を⤒ずに AI ⮬㌟で⮬↛
ゝㄒ処⌮が可⬟な機械学⩦手ἲがⓎ㐩し、ゝㄒの㉁ⓗ内容を反映し

た⮬↛ゝㄒ処⌮が実施できるようになってきた。 19 
データマイニング中で、⮬↛ゝㄒ処⌮の応⏝としてゝㄒデータか

ら有意⩏なつ則、パターン、▱㆑をぢつけ出すテキストマイニング

は、⌧在、幅広い◊✲分㔝でά⏝されるようになっている。最も応

⏝が普及しているのは⤒営学㛵係で、市場ㄪ査、〇品ホ価、㢳客分

析などᾘ㈝⪅の意㆑と⾜動をㄪ査する基本ⓗ手ἲとしてά⏝され、

専㛛のㄪ査会♫もコンサルティング業務の基本ⓗ方ἲとしてά⏝し

を⾜う手ἲとして⮬律学⩦➼でもこうしたデータをデータセットして応⏝する

◊✲が㐍んでいる。コーパス例として、国❧国ㄒ◊✲所コーパス㛤Ⓨセンター

hWWSV://Sj.ninjal.ac.jS/coUSXV_cenWeU/goih\o.hWml 参↷。  
18  日本ㄒ学、日本文学、日本ㄒ教⫱の分㔝では㔞ⓗ◊✲と㉁ⓗ◊✲の┦㐪に㛵
する㆟ㄽは今まで十分とはゝえなかった。♫会⛉学分㔝での㆟ㄽを参↷すれば、

問㢟の本㉁が分かりやすい。一例として、大㇂尚 (2017)「㉁ⓗ◊✲とは何か」
『YakXgakX ZaVVhi』137-6SS.653-658 参↷。  
19 ⮬↛ゝㄒ処⌮入㛛の歴史は、㯮橋⚞夫 (2015)『⮬↛ゝㄒ処⌮  (放㏦大学教材 )』
放㏦大学教⫱振⯆会参↷。
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ている。会♫などの⤌⧊◊✲での応⏝も㐍んでいる。 20♫会⛉学⣔

◊✲ではテキストマイニングの利⏝が一⯡化し、樋口⪔一 (2017)は、
♫会⣔分㔝でのテキストマイニングの㉁ⓗ分析への応⏝とⓎ展可⬟

性を㏙べている。21今まで、テキストマイニングは日本ㄒ学、ィ㔞文

⊩学、ィ㔞国ㄒ学➼での㔞ⓗ分析で使⏝されてきたが、◊✲テーマ

として㈨料㛫の差␗の検出やㄒ彙、品モのィ㔞など≉定のㄢ㢟にし

か㐺⏝できず、ゝㄒあるいは文学、歴史➼人文♫会⣔で問㢟となっ

ている内容ⓗ≉徴や意味ⓗ≉徴の抽出とは㊥㞳が大きかった。だが、

♫会⛉学の一定の分㔝では㔞ⓗ方ἲと㉁ⓗ方ἲの≉性をそれぞれά

かす方ἲㄽⓗ検ウが㏆年、㐍んできており、その⌮ㄽⓗ検ウは㉁ⓗ

◊✲が中心の人文♫会⣔◊✲全体にも㠀常に♧唆ⓗである。久保⏣

㈼一 (1997)は、二つの◊✲のパラダイムの┦㐪を整⌮し、㔞ⓗ◊✲と
㉁ⓗ◊✲の㐪いは価値の優劣の問㢟ではなく、パラダイムの┦㐪で

あり、◊✲┠ⓗと対㇟の┦㐪であると㏙べている。 22今まで人文♫

会⣔◊✲では数㔞化を客ほ性の基‽に⨨く㔞ⓗ◊✲と㈨料の意味ⓗ

ゎ㔘を㔜どする㉁ⓗ◊✲は対❧ⓗ❧場とぢなされ、◊✲のホ価にお

いて優劣善悪のどⅬで┦互の◊✲を批判する傾向が強かった。しか

し、実㝿には◊✲方ἲと┠ⓗの┦㐪という客ほⓗ問㢟であり、◊✲

┠ⓗと対㇟が変われば使⏝すべき◊✲方ἲが変わるという方ἲⓗ問

㢟であることは、改めてㄆ㆑し┤す必せがある。AI 技⾡のⓎ展と♫
会変動の中で♫会ⓗ存在意⩏が␲問どされる⌧在の人文♫会⣔◊✲

は、従来の⮬分の受けた教⫱やカ⦎をただ反復したり、⤯対化した

 
20 ⤒営学での応⏝動向として、␭⏣┾也、ⴗ原克幸、㭯岡信἞ (2012)「⤌⧊◊✲
におけるテキストマイニングを⏝いた⣔⤫ⓗ分析ἲ」『日本情報⤒営学会ㄅ』32-
3SS.97-109、㧗木修一、➉岡志朗 (2018)「⤒営学におけるテキストマイニングの
可⬟性  : 仮ㄝ構⠏志向の利⏝方ἲ  (古川勝教授㏥⫋グ念号 )」『富山大学⣖せ』
64-2SS.241-260 参↷。  
21 ♫会⛉学分㔝でのテキストマイニングの応⏝については、樋口⪔一 (2017)「ィ
㔞テキスト分析および KH CodeU の利⏝≧ἣと展望」『♫会学ホㄽ』68-3SS.334-
350 ➼を参↷。  
22  久保⏣㈼一 (1997)「㉁ⓗ◊✲のホ価基‽に㛵する一⪃察 :パラダイムㄽからみ
た◊✲ホ価のどⅬ」『日本教⫱工学㞧ㄅ』21-3SS.163-173。  
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りするのではなく、◊✲方ἲの問㢟を意㆑化し、意㆑ⓗ方ἲ㑅択に

よって、新しい価値を⏕み出していく必せがあるとゝえる。  
⾲ 1 㔞ⓗ◊✲と㉁ⓗ◊✲の比㍑ 23 

比㍑するⅬ  㔞ⓗ◊✲  ㉁ⓗ◊✲  

↔Ⅼ㔞  㔞 (どれくらい )、Ⓨぢ  ㉁ (性㉁、本㉁ )、意味  
哲学ⓗ前提  客ほ主⩏、ㄽ⌮実ド主⩏  ⌧㇟学、ゎ㔘学、㇟徴ⓗ┦

互作⏝  
㛵㐃する⏝ㄒ  実㦂、実ド、⤫ィ、客ほ、

中❧ⓗ  
エスノグラフィック、⮬↛

主⩏、データ対ヰ型、主ほ

ⓗ、中❧ⓗではあり得ない

┠標  予 、制御、☜ド  ⌮ゎ、描写、協同ⓗ構⠏  
◊✲デザイン  事前にỴ定、構㐀ⓗ  柔㌾、変化していく、次➨

に明らかになっていく  
≧ἣ  人工ⓗ、操作ⓗ、実㦂室、

≧ἣから⊂❧している  
⮬↛ⓗ、日常ⓗ、≧ἣに依

存する  
標本  大きい、↓作Ⅽ、代⾲  小さい、意㆑ⓗ  
データ収㞟  データ収㞟テスト、アンケ

ート、サーベイㄪ査など  
インタビュー、参与ほ察、

日ㄅなど

⌮ㄽ  ⌮ㄽの検ド  ⌮ㄽの⏕成  
期 㛫  (一⯡に )▷い  㛗い  
▱ぢ  正☜、⊃い、㑏元主⩏ⓗ  ⌮ゎ、全体ⓗ、広がり  
こうした◊✲におけるパラダイムと方ἲㄽⓗ差␗は、教⫱にも῝

く㛵係している。⌧在、台‴でも導入が㐍んでいる新しい教授ἲで

あるアクティブラーニング、反㌿学⩦、⮬律学⩦などのῡ※は、㉁

ⓗ◊✲を形成してきた構成主⩏ⓗ教⫱ほにあり、従来の▱㆑の伝㐩

を中心にした客ほ主⩏ⓗ教⫱ほを包含する思₻である。 24教⫱㠃で

23 同ὀ 22、久保⏣㈼一 (1997)S.166 の⾲ 2 に拠る。原典は、MERRIAM㸪S.B.(1988) 
CaVe SWXd\ ReVeaUch iQ EdXcaWiRQ: A QXaliWaWiYe ASSURach.  JoVVe\-BaVV PXbliVheUV㸪  
San FUanciVco  
24  ◊✲パラダイムと教⫱ほの㌿換については、久保⏣㈼一 (2003)「構成主⩏が
投げかける新しい教⫱」『コンピュータ㸤エデュケーション』15S.12-18、久保⏣
┿弓、末⏣Ύ子、ὸ井亜⣖子、小ụᾈ子、小柳志ὠ (2010)「␗文化コミュニケー
ション◊✲と教⫱の歩みと展望  ―実ド主⩏から構成主⩏へのパラダイムシフ
トのどⅬから―」『㟷山国㝿政⤒ㄽ㞟』81SS.97-118、久保⏣㈼一 (2012)「構成主
⩏パラダイムの学⩦⌮ㄽ」『情報◊✲ :㛵す大学⥲合情報学㒊⣖せ』36SS.43-55 参
↷。  
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の㌿換を㐍めていくためにも、◊✲パラダイムの再ㄆ㆑と意㆑化は、

┦即ⓗ㛵係にある。本✏では、台‴の日本ㄒの人文♫会⣔◊✲にテ

キストマイニングをά⏝する事例◊✲として、㔞ⓗ手ἲを㉁ⓗ◊✲

にάかす♫会学での内容分析で実⦼をあげてきた樋口⪔一 (2014)の
㛤Ⓨした「KHCodeU」を取り上げ、㔞ⓗ手ἲの人文♫会⣔◊✲の㉁
ⓗ応⏝への可⬟性を探ってみたい。  

4. ㉁ⓗ◊✲としての人文♫会⣔◊✲へのテキストマイニングの㐃

⧅と協働の可⬟性  
「KHCodeU」は樋口⪔一により㛤Ⓨされた、PeUl、R などのテキス

トマイニングで常⏝されるプログラミングゝㄒをメニュー形式で操

作し、⤖果をどぬⓗに⾲♧できるプログラムで、日本ㄒ、ⱥㄒ、中

国ㄒ、㡑国ㄒ➼ 13 カ国ㄒが処⌮できるようになっている。テキスト
マイニングに使われるプログラミングゝㄒは、プログラミングを全

㒊⮬分でひとつずつ書く必せがあるが、「KHCodeU」では、よく分析
に使われる分析手ἲがメニューで㑅択でき、テキストマイニングに

必せな前処⌮ (ゝㄒ㈨料をㄒに句切って分析できるようにする処⌮ )
も⾜えるので、定型ⓗ作業で㈨料の分析を⾜える㠀常に優れたテキ

ストマイニングツールである。≉に、初心⪅にも操作しやすいイン

ターフェースなので、情報処⌮に不慣れな教員でも学⏕でも⮬分で

テキストマイニングができるように⦎⩦しやすい。人文♫会⣔の学

⏕に AI 技⾡の教⫱をする場合も、⮬↛ゝㄒ処⌮の応⏝例として、⮬
↛ゝㄒ処⌮とはどのような手㡰で⾜い、⤖果をどう扱えばよいかを

容易に♧すことができ、応⏝方ἲを⡆単に♧すことができる。 25以

25  KHCodeU は hWWSV://khcodeU.neW/で公㛤されているフリーソフトである。
KHCodeU では、㈨料の前処⌮と抽出ㄒについて、抽出ㄒリスト、出⌧度なので
グ㏙⤫ィ、ㄒ例の KWIC コンコーダンスと、テキストマイニングとして対応分
析、多次元尺度構成ἲ、㝵層ⓗクラスター分析、共㉳ネットワーク、⮬己⤌⧊化

マップが使⏝できる。サイトは使い方と応⏝例のㄽ文が公㛤されている。日本

では、すでに KHCodeU を使った、♫会学、心⌮学、┳ㆤ学、メディア◊✲など
3000 本以上のㄽ文がⓎ⾲されており、㔞ⓗ手ἲを㉁ⓗ◊✲にάかす方向性の模
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下に応⏝例を♧した。分析例は、最㏆、日本でヰ㢟になっている武

₎⫵⅖についてのヰ㢟を取り上げ、㈨料として文❶㔞がほぼ同じに

なるように朝日新⪺ (3 本 )とㄞ売新⪺㸦3 本㸧の 2020 年 2 月末の♫
ㄝを取り上げた。 26 
 まず、「KHCodeU」では、テキストマイニングの前処⌮により⡆単
に㈨料を分析単位である単ㄒに分割できるため、名モ、動モ、形容

モなどの㢖度㡰リストを⡆単に作成でき、EXCEL 出力できる。その
⤖果を⾲ 2 の㢖度㡰リストに♧した。㢖度㡰リストによって、グ事
中でのキーワードの㔜せ性を比㍑推 できるようになる。また、教

⫱⌧場で利⏝する㝿、学⩦⪅に⡆単にㄒ彙⾲を提供することが可⬟

なため、JLPT の⣭別でㄒ彙の㞴易度を提♧するなどの方ἲで主なㄒ
についてㄞゎの前にὀ意を促し、ㄞゎの㝿の学⩦⪅のㄒ彙⌮ゎを助

けることができる。ㄞゎに㝿しては、共㏻するㄒ彙は両♫で同様の

ヰ㢟が出ているὀ┠Ⅼを♧し、それぞれに≉有なㄒ彙はその♫での

み取り上げたヰ㢟であり、内容⌮ゎの手掛かりになる。朝日新⪺で

は、「人 7」「国Ẹ 5」「ㄝ明 5」「医⒪ 5」などが≉␗で、ㄞ売新⪺の
場合は、「定年 8」「延㛗 7」「拡大 6」「企業 6」が≉␗なㄒである。
各♫の意図を推 すると、朝日新⪺は武₎⫵⅖の国Ẹへのㄝ明や医

⒪への不安を取り上げ、ㄞ売新⪺は武₎⫵⅖に㛵わる企業システム

⣴が⥆いている。応⏝ㄽ文はサイトでリスト化されている。「KH CodeU を⏝いた
◊✲事例」hWWSV://khcodeU.neW/bib.hWml?\eaU=2019&aXWh=all&ke\=。  
26 使⏝した㈨料は以下である。朝日新⪺「㸦♫ㄝ㸧新型⫵⅖対⟇ きめ⣽かな

⌧場支援を」2020 年 2 月 27 日  5 時 00 分 hWWSV://ZZZ.aVahi.com/aUWicleV/  
DA3S14380981.hWml?iUef=Sc_UenVai_long_16_aUWicle、朝日新⪺「㸦♫ㄝ㸧全国一
斉休校 影㡪の㍍ῶに全力ὀげ」2020 年 2 月 28 日  5 時 00 分 hWWSV:// 
ZZZ.aVahi.com/aUWicleV/DA3S14382477.hWml?iUef=Sc_UenVai_long_16_aUWicle、朝日
新⪺「㸦♫ㄝ㸧休校のỴ断 㔜みにぢ合うㄝ明を」2020 年 2 月 29 日  5 時 00 分
hWWSV://ZZZ.aVahi.com/aUWicleV/DA3S14384067.hWml?iUef=  
Sc_UenVai_long_16_aUWicle、ㄞ売新⪺「⾗㝔㞟中審㆟ 新型⫵⅖対⟇を掘り下げ

よ」2020/02/27 05:00 hWWSV://ZZZ.\omiXUi.co.jS/ediWoUial/20200226 -
OYT1T50376/、ㄞ売新⪺「全国⮫時休校へ ΰ乱抑え感染㜵止に全力を」

2020/02/28 05:00 hWWSV://ZZZ.\omiXUi.co.jS/ediWoUial/20200227 -OYT1T50338/、ㄞ
売新⪺「新型⫵⅖ 医⒪と⤒῭に全力で取り⤌め」2020/02/29 05:00 
hWWSV://ZZZ.\omiXUi.co.jS/ediWoUial/20200228-OYT1T50387/。  
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の問㢟を主なㄽⅬにしていると⪃えられる。テキストマイニングは、

このように、」数の㈨料グループでの内容差やㄽⅬ差を容易に推 

する手掛かりを与えている。今回の新⪺グ事の場合、日本では基本

ⓗな⦅㞟方㔪が大きく␗なる新⪺♫二♫を㑅ぶことで、こうした手

掛かりから同じ問㢟でも新⪺♫の❧場でぢゎが大きく␗なることを

学⩦⪅にẼづかせることができ、ただ日本ㄒとしてグ事の意味を⌮

ゎするだけではなく、実は新⪺などの情報には常に一定の⦅㞟┠ⓗ

による偏差があるというメディアリテラシーⓗなㄞゎに⤖びつける

ことが可⬟になる。  
⾲ 2 朝日新⪺とㄞ売新⪺のグ事の使⏝単ㄒ㢖度㡰リスト  

(左㸸朝日新⪺ /右㸸ㄞ売新⪺ 以下同様 ) 

今まで人文♫会⛉学分㔝で応⏝されてきたテキストマイニング

は大きな㈨料やコーパスから≉徴となる傾向やㄒをぢつけ出す┠ⓗ

で使われ、㞟団ⓗ≉徴を持ったデータを扱い、一⯡化を┠指してき

たため小⠊囲の㈨料の㉁ⓗ分析にテキストマイニングが有効かどう

かは主な検ウㄢ㢟にはなっていなかった。一方、㉁ⓗ◊✲を⾜う人

文♫会⣔◊✲の場合は、比㍑ⓗ㝈定された個別ⓗ㈨料の内容ⓗ意味

ⓗ≉徴をゎ明するのが基本であるが、今回、例とした少㔞のゝㄒ㈨

料でも、キーになる単ㄒを容易に抽出でき、⮬分でㄞゎしたり、手

作業で分析したりするのに比べて、はるかに㎿㏿、容易に㉁ⓗ≉徴
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となる㒊分をぢ出すことができることは新しい応⏝可⬟性を㛤くⅬ

とゝえる。内容をㄞみとるⅬを基♏にすることで、テキストマイニ

ングは㉁ⓗ分析とㄞみ取りにά⏝できるのである。

⾲ 3 朝日新⪺とㄞ売新⪺の  
グ事使⏝単ㄒの多次元尺度構成ἲの⤖果  

 さらに、その他の分析手ἲをぢていきたい。⾲ 3 の多次元尺度構
成ἲは、共㉳㛵係の強い単ㄒを㏆㊥㞳に㓄⨨し、ゼロ座標㝃㏆にそ

の㈨料での常⏝ⓗなㄒが㞟中して、周㎶には≉␗なㄒが分布するㄒ

彙の分布≧ἣをどぬ化できる。KHCodeU では、ㄒ彙の共㉳㛵係の強
さによるグループわけであるクラスター分析を併⏝して共㉳㛵係の

強いㄒをクラスター別に⾲♧できるため、㢖度㡰リストよりも㈨料

中の内容の㔜Ⅼをさらに容易にㄞみ取ることができる。従来は、数

値ⓗに両⪅を比㍑し、㢮似度を検出する方ἲがィ㔞ゝㄒ学では⏝い

られていたが、㉁ⓗ分析としてテキストのㄞみ取りに㔜Ⅼを⨨けば、
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出⌧ㄒのクラスター分㢮は内容に含まれる₯在ⓗな」数のテーマを

♧していると⪃えられる。朝日新⪺では、「患⪅、不安、検査、必せ」

㸦右上㸧、「措⨨、医⒪、影㡪」㸦右㸧、「国Ẹ、対応、ㄝ明」㸦右中㸧

など中央のグループが♧している政府の措⨨に対する批判やㄝ明を

ồめるグループが┠❧ち、ㄞ売新⪺では「検察官、定年、休校、措

⨨」㸦右上㸧、「企業、子供、必せ、㜵止」㸦左上㸧、「患⪅、⤒῭、支

援、医⒪」㸦左下㸧、「⾗㝔、審㆟、安倍」㸦中央下㸧➼の政府に具体

ⓗな政⟇や対⟇をồめる内容に㛵わるテーマが多く抽出され、両♫

の♫ㄝに含まれる主な内容の差␗が明☜化できる。「KHCodeU」では、
各ㄒをクリックすると㈨料での⏝例が⾲♧できるため、原文での意

味の☜ㄆも容易にでき、⏝例の収㞟も⡆単におこなえる。  
⾲ 4 朝日新⪺とㄞ売新⪺のグ事使⏝単ㄒの共㉳ネットワーク  

⥆いて、⾲ 4 のようにグ事に出ているㄒの共㉳ネットワーク図を
作成すると、出⌧パターンの似たㄒを⥺で⤖ぶ形式でㄒ彙の共㉳㛵

係の✀㢮分けをクラスターごとに⾲♧できる。朝日新⪺では、中央
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下「㤳┦」のㄒを中心に、「感染、政府、対応、国Ẹ、不安、ㄝ明」

㸦右㸧、「休校、全国、一斉、リスク」㸦下㸧、「新型、ウイルス、拡大、

⾲明」㸦左㸧が出ており、㤳┦に対して、感染対⟇や休校措⨨につい

て、国Ẹにㄝ明をồめる内容が中心になっている。㏫に、ㄞ売新⪺

では、「㤳┦、⾗㝔、対⟇、予⟬、⫵⅖」㸦上㸧という国会審㆟を巡

るⅬが中心で、「全国、休校、⮫時」㸦右上㸧、「企業、支援、影㡪、

検ウ」㸦右中㸧、「患⪅、医⒪、拡大、㜵止」㸦右下㸧、「検察官、定年、

延㛗、ㄝ明」㸦左下㸧というように、国会での審㆟内容へのㄽ✲がポ

イントであることが分かる。共㉳ネットワークの⧅がりが強く、ま

た、㛵係図のネットワークの多いものは、それぞれ㔜せな内容を⾲

♧していると⪃えられる。こうしたテキストマイニングにおけるㄒ

彙の共㉳ネットワークは、日本ㄒ学での概念ⓗ㝵層性に基づくㄒ彙

のネットワークのようなラングⓗで一⯡ⓗな意味によるㄒ彙ネット

ワークではなく、そのテキストの中で使⏝されているㄒ彙の共㉳㛵

係に基づく、パロールⓗで固有な⏝ἲによるㄒ彙ネットワークで、

そのテキストの中での主㢟に㛵係した≉徴ⓗㄒ彙の分布を♧してい

る。こうした共㉳ネットワークを手掛かりにして、そのグ事のせⅬ

を抽出したりグ事の主㢟にあたる内容を≉定したりすることができ、

従来の日本ㄒとしてのㄒ彙ⓗ⌮ゎから一歩㋃み㎸んだ内容⌮ゎに学

⩦⪅を導くことができる。  
以上、3 つのテキストマイニング手ἲで、新⪺♫ㄝを例にして、

㉁ⓗ分析に⤖び付けるㄞみ取りについて㏙べてきたが、新⪺グ事の

ような文❶の基本ⓗ㢮型㸦ヰ㢟を並列させて↔Ⅼを⏘み出す文❶構

成㸧では、テキストマイニングは、文❶の基本ⓗヰ㢟をかなりⓗ☜

に取り出すことができ、㉁ⓗㄞみ取りに㠀常に有┈なアシスタント

機⬟を提供しているとゝえる。  
 
5. 人文♫会⣔◊✲とテキストマイニングとの㐃⧅と協働の探✲  
 本ㄽでは、事例を♧す形で R ➼によるテキストマイニングをメニ
ューで操作し、どぬⓗに⤖果を出力できる「KHCodeU」を使って、
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テキストマイニングを実施し、㉁ⓗㄞゎに⤖び付ける⤖果を♧した。

これまでもィ㔞ⓗゝㄒ◊✲や♫会学、心⌮学➼の分析でもこうした

テキストマイニングは⾜われていたが、その┠指す対㇟と┠ⓗは、

個別ⓗな対㇟の≉性をぢ出す人文♫会⣔の㉁ⓗ◊✲とは␗なってい

た。今回、台‴での日本ㄒ学、日本文学、歴史学、日本ㄒ教⫱◊✲、

♫会学㉁ⓗㄪ査分析➼の㉁ⓗ◊✲にάかす┠ⓗで、㉁ⓗデータのㄞ

み取りに㔜Ⅼを⨨いて、テキストマイニングを実施した。その⤖果、

各㈨料の持つ意味のまとまった⾲⌧をテキストマイニングの手ἲで

取り出すことができ、それによって内容のテーマを容易に抽出でき

ることが明らかになった。こうした手ἲは、◊✲はもちろん、教⫱

⌧場でも授業や学⩦⪅のㄞゎのサポート➼に幅広く使⏝できる。キ

ストマイニングは、今回取り上げたような文❶の基本ⓗ㢮型㸦ヰ㢟

を並列させて↔Ⅼを⏘み出す文❶構成㸧で書かれる㏻常はㄞゎ困㞴

な抽㇟ⓗな思想、宗教、ホㄽなどの文❶で、⠊囲を句切ってテキス

トマイニングを実施することで、㈨料の基本ⓗキーワードとそのま

とまりが形成しているせⅬを抽出できるため、◊✲、教⫱、学⩦に

おい、㈨料のㄞゎ、意味の⌮ゎに極めて有┈な手掛かりとなり、人

文♫会⣔分㔝に広く応⏝できる可⬟性を持っているとゝえよう。  
 テキストマイニングは元来、中❧ⓗ技⾡で、対㇟と┠ⓗにより出

てくる⤖果のㄞみ取り方を変更すれば、今まで利⏝して来なかった

人文♫会⣔の◊✲や教⫱に幅広く応⏝できる技⾡になっていると⪃

えられる。また、従来は数値でしか⾲♧できなかった⤖果が⌧在で

はどぬⓗに⾲♧することができ、意味ⓗ把握が容易になり、ㄒ彙の

共㉳㛵係も明☜化できるので人文⣔の◊✲や教⫱に応⏝しやすい⎔

境も⏕まれている。以下に、テキストマイニングに㛵わってきた従

来の分㔝と、新しく応⏝を始める人文♫会⣔の分㔝を比㍑して、整

⌮した。  
 元々、ゝㄒデータの㔞ⓗ処⌮は 1950 年代に➨一次 AI ブームでコ
ンピューターとプログラムが実⏝化されたときにコーパス作成や㟁

子ⓗデータの⤫ィⓗゎ析などを⾜うィ㔞ゝㄒ学の分㔝がㄌ⏕したと
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ころから始まり、以後、その手ἲが人文♫会⛉学の各分㔝に拡がっ

て、データの㔞ⓗ処⌮がⓎ展してきた。しかし、1980 年代から㔞ⓗ
◊✲だけではゎ明できない各✀の㉁の␗なる問㢟が明らかになった

ことで㉁ⓗ方ἲが提唱され、以㝆は㔞ⓗ◊✲と㉁ⓗ◊✲が┦互に対

❧する❧場の中で各分㔝において展㛤されるようになっている。 27 
⾲ 5 各分㔝でのテキストマイニングの応⏝  

㡯┠  

♫会学、心⌮

学、教⫱学、

⚟♴、医⒪  

⤒営学  ィ㔞ゝㄒ学  
ィ㔞文⊩学  

人文♫会⣔

㸦ㄒ学、文

学、歴史、思

想、日本ㄒ教

⫱学㸧  

対㇟  

♫会⌧㇟、人㛫

⾜動、心⌮ⓗ⌧

㇟のつ則性、㔞

ⓗ㉁ⓗ≉徴  

ビジネスに㛵

する♫会⌧㇟、

心⌮せ因、ᾘ㈝

⾜動、システム  

ゝㄒ単位の㔞

ⓗ処⌮、㈨料㛫

の差␗  

㈨料となる文

⊩、データの㉁

ⓗ≉徴、内容ⓗ

⌮ゎ  

┠ⓗ  

ゝㄒデータの

分析による♫

会⌧㇟、心⌮⌧

㇟の一⯡ⓗつ

則性あるいは

個別ⓗ≉性の

ゎ明  

ゝㄒデータの

分析によるビ

ジネス㛵係の

⌧㇟の㔞ⓗ㉁

ⓗ≉性のゎ明  

ゝㄒデータの

㔞ⓗ分析によ

るゝㄒの一⯡

ⓗ≉徴のゎ明  

ゝㄒデータの

㉁ⓗなㄞゎ、整

⌮、ゎ㔘による

㈨料の一⯡ⓗ

あるいは個別

ⓗ≉徴のゎ明  

方ἲ  
㔞ⓗ方ἲと㉁

ⓗ方ἲが対❧  
㔞ⓗ方ἲと㉁

ⓗ方ἲが併⏝  
㔞ⓗ方ἲ  㔞ⓗ方ἲと㉁

ⓗ方ἲが対❧  

応⏝  

内容分析、イン

タビューやア

ンケートのグ

㏙内容の㉁ⓗ

分析、SNS など
のゝㄒデータ

の㉁ⓗ分析

インタビュー

やアンケート

のグ㏙内容の

㉁ⓗ分析、SNS
などのゝㄒデ

ータの㉁ⓗ分

析

ゝㄒデータの

㔞ⓗ分析と整

⌮、⤫ィⓗ処⌮  

ゝㄒデータの

㔞ⓗ分析を手

掛かりにした

㉁ⓗ分析手ἲ

の㛤Ⓨ  
教⫱での㉁ⓗ

分析導入  

成果  
㉁ⓗ◊✲で広

く応⏝  
ビッグ・データ

分析で広く応

⏝、商業化  

データベース

作成、㈨料㛫の

差␗の検定  

㛤拓㏵上  

27 㔞ⓗ◊✲と㉁ⓗ◊✲の≉徴についてはὀ 9 樋口⪔一 (2014)参↷。また、同ὀ
22 久保⏣㈼一 (1997)➼を参↷。

69



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

今まで、いわゆる人文⣔とゝわれたㄒ学、文学、歴史、思想、日

本ㄒ教⫱などのゝㄒデータの個別ⓗ≉徴を捉え、意味ⓗ内容を分析、

整⌮し㈨料との┦互作⏝ⓗゎ㔘を⾜ってきた分㔝は、≉に㔞ⓗ方ἲ

との㛵係づけが困㞴で、➨二次 AI ブーム時代の⮬↛ゝㄒ処⌮技⾡
をゝㄒデータの㉁ⓗ分析に応⏝する方ἲも㞴しかった。だが、⌧在

の➨三世次 AI ブームの技⾡㠉新により、⮬↛ゝㄒ処⌮にとってゝ
ㄒの意味ⓗ≉徴を捉える技⾡、手ἲがⓎ㐩し、同時に⤖果をどぬⓗ

に提♧できるようになったため、㣕㌍ⓗに応⏝⠊囲と効果が拡大し、

従来、㉁ⓗ◊✲を⾜ってきた人文♫会⣔分㔝との接⥆が容易になっ

ている。いかにして㔞ⓗ方ἲをά⏝し人文♫会⣔分㔝の≉徴である

㉁ⓗ方ἲの利ⅬをⓎ揮するかは今からの大きなㄢ㢟とゝえる。数値

データの♧す意味を元の㈨料に即してゎ㔘するのは人㛫の㉁ⓗά動

そのもので、まさに㉁ⓗ◊✲としての人文♫会⣔分㔝の中心となる

◊✲方ἲである。テキストマイニングは日常の日本ㄒ教⫱内容であ

るㄞゎ、♫会文化⌮ゎまた、アクティブラーニング➼の新しい教⫱

ἲにά⏝できる方ἲである。  
 
6. おわりに  
 ⌧在、人文♫会⣔の教⫱と◊✲は、♫会ⓗ⎔境変化の中で、大き

なヨ⦎に❧たされている。しかし、♫会ⓗにὀ┠される AI 技⾡や⮬
↛ゝㄒ処⌮など、今まで┤接㛵係していなかった分㔝で応⏝できる

ものは何かを明☜にぢ極めることで、技⾡変動に㐃動した今後の♫

会変動にも人文⣔の◊✲の㐍㊰をぢつけることができる。今回、テ

キストマイニングを㉁ⓗ◊✲にάかす事例を提♧したが、⌧在の⮬

↛ゝㄒ処⌮は人㛫の㉁ⓗㄞゎやゎ㔘に有意⩏な♧唆を提供できると

ころに接㏆しており、⮬↛ゝㄒ処⌮に㛵わることで人文♫会⣔の従

来の▱ぢをάかせる可⬟性も大きい。今後、分㔝㛫の㐃⧅を図って

いくことで、┦互作⏝ⓗに新しい可⬟性を展㛤できるにちがいない。

テキストマイニングを㉁ⓗ◊✲と⤖び付けて、人文♫会⣔分㔝の⮬

↛ゝㄒ処⌮への接⥆の入り口に利⏝し、そこから可⬟性を広げてい
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くことで、これからの時代への対応の㐨が㛤けるにちがいない。  
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